
秋冬秋冬のの野菜大集合 旬野菜大集合 旬のの味覚を楽しもう！味覚を楽しもう！

昼市昼市をを開催します開催します

l産業政策課農政係☎０４２・４７０・７７４３

昨年の昼市の様子

冬の一夜を特別な夜に冬の一夜を特別な夜に
東久留米西口駅前ナイトマルシェ東久留米西口駅前ナイトマルシェ

「東久留米西口駅前ナイトマルシェ」を、今年はクリスマスをテーマに開催します。「東久留米西口駅前ナイトマルシェ」を、今年はクリスマスをテーマに開催します。
テイクアウトフード、雑貨、農産物など市内の様々なお店が出店します。お仕事や学校帰りなどに、ぜひお立ち寄りください。テイクアウトフード、雑貨、農産物など市内の様々なお店が出店します。お仕事や学校帰りなどに、ぜひお立ち寄りください。

日時 12月 ９ 日㈯ 午後 １時半から
（少雨決行）

※商品が無くなり次第終了
市n

�環境保全対策のため、エコバッグの
持参をお願いします

市役所 １ 階屋外ひろば場所
旬のネギやブロッコリー、シクラメンなどを販売
予定です。詳細は市nをご確認ください。

　市内で生産された秋冬の農産物を知ってもらうため、市の認定農業者および農業経営者クラブ会員が生産した新鮮で品質の良　市内で生産された秋冬の農産物を知ってもらうため、市の認定農業者および農業経営者クラブ会員が生産した新鮮で品質の良
い農産物を販売します。栄養価が高く美味しい旬の野菜で、食卓を彩ってみませんか。ぜひご来場ください。い農産物を販売します。栄養価が高く美味しい旬の野菜で、食卓を彩ってみませんか。ぜひご来場ください。

ii飲食物の販売はテイクアウトのみで、購入物の会場での飲食はできません飲食物の販売はテイクアウトのみで、購入物の会場での飲食はできません
jj駐車場・駐輪場はありません。徒歩または公共交通機関でご来場ください駐車場・駐輪場はありません。徒歩または公共交通機関でご来場ください
ll産業政策課農政係☎０４２・４７０・７７４３産業政策課農政係☎０４２・４７０・７７４３

昨年のマルシェの様子昨年のマルシェの様子 同イベントのチラシ同イベントのチラシ

カテゴリー：食べ物・お菓子カテゴリー：食べ物・お菓子
店舗名

１ おむすび屋　縁
２ おもて
３ caféつむぎ
４ カフェ　デュ　シプレ
５ カワカミ　メルカート
６ Tuttofare moose（トゥットファーレムース）
７ 肉のカワベ
８ 街のお台所　てんと点
カテゴリー：洋服・雑貨カテゴリー：洋服・雑貨

店舗名
１ 雑貨屋リボン
２ ２２j　 TERRACE
３ 東久留米ヒンメリの会＋プチ・フール
４ ひろばcafé
カテゴリー：農産物カテゴリー：農産物

店舗名
１ 篠宮園芸　 with　 Moani　 smile　 garage
２ 東久留米野菜ナイトマルシェストア
カテゴリー：音響・BGM協力カテゴリー：音響・BGM協力

店舗名
１ 次元Bus楽団

出店者一覧出店者一覧

市n

日時 １２月 １ 日㈮午後 ４ 時半～ ７ 時半ごろ（各店舗商品が無くなり次第終了）

場所 東久留米駅西口のブラック・ジャック＆ピノコ像周辺

今号の主な内容

No. 1339

令和5年
（2023年）

11／15 号
・ ４年度決算の概要をお知らせします………… ２・ ３面

・家庭ごみの収集状況などについてお知らせします… ４・ ５面

・公園が紡ぐこのまちの未来………………………… ６面

・新型コロナウイルスワクチン関連情報……………１２面

みんないきいき　活力あふれる　湧水のまち
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　 ４ 年度の一般会計決算額は、歳入額が５１３億４,６１３万３,５１４円、歳出額は
５０２億１,８３１万１,７２４円となりました。
　また、一般会計と国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険の ３つの特別
会計を合計した歳入額は、７７３億４６３万４０９円、歳出額は７６０億１,５３３万４,７４３円
となりました。下水道事業会計の収益的収入は、２２億９,９５７万７,５６３円、収益
的支出は、２１億６,６７１万５１１円、資本的収入は、 ５億３,２０２万７,３４７円、資本的

支出は、１５億２,０４６万２,７１６円となりました。
　一般会計の歳入は、個人市民税など市税が増加したほか、生産緑地買取り
や自転車等駐輪場整備に係る補助金による都支出金の増加、ふるさと納税や
みどりの基金寄附金の増加などにより、歳入総額は前年度に比べて１．２％の
増加となりました。
　歳出は、基金積立金のほか向山緑地公園整備事業に係る用地購入費、自転
車等駐輪場整備工事などの土木費の増加や、第三小学校大規模・中規模改修
工事などの教育費の増加などにより、歳出総額は前年度に比べて６．６％の増
加となりました。
l財政課☎０４２・４７０・７７０６

一般会計 一般会計は、市民の皆さんに納めていただく市税を中心に、地方交付税や国・都支出金、市債などを財源として、福祉、道路など
のインフラや公共施設の整備、教育、保健衛生など、市民生活を支える基本的経費が計上されています。

市税
175億8,580万5千円
【171億516万6千円】
市民税、固定資産税、
都市計画税、市たばこ税、
軽自動車税

民生費
240億6,088万9千円
【248億9,475万8千円】
障害者福祉、児童福祉、
高齢者福祉、生活保護、
健康医療などの事業に
要した経費

総務費
80億6,749万5千円
【59億1,309万2千円】
財産管理、人事、徴税、
戸籍、選挙、統計調査
など、他に分類されない
事業に要した経費

教育費
47億7,260万5千円
【44億3,903万5千円】
学校教育、生涯学習、
スポーツ振興などの
事業に要した経費

衛生費
42億8,947万4千円
【41億1,873万8千円】
保健衛生、公害対策、
ごみ処理などに要した
経費

公債費
24億286万9千円
【21億936万5千円】
借入金の返済や利子支払
に要した経費

土木費
42億5,958万4千円
【30億9,457万3千円】
道路、公園、区画
整理などの事業に
要した経費

その他
23億6,539万6千円
【23億568万3千円】
議会運営、産業振興、
消防などに要した経費

その他
24億1,776万円
【25億8,166万8千円】
地方譲与税、分担金、負担金、
財産収入、使用料、手数料、
寄附金など

国庫支出金
115億6,087万6千円
【134億7,540万2千円】
特定の事業に対し、
国から交付された負担金・
補助金など

都支出金
73億2,473万3千円
【66億6,674万6千円】
特定の事業に対し、都から
交付された負担金・補助金など

市債
14億5,380万円
【21億1,630万円】
学校や道路整備の
ために借り入れたお金

繰入金
4億8,843万2千円
【3億2,535万5千円】
事業のために基金から
取り崩したお金

繰越金
35億9,967万4千円
【16億1,790万2千円】
前年度の決算余剰のうち、
今年度へ繰り越したお金

地方交付税
42億7,052万4千円
【40億637万8千円】
地方公共団体間の財源の
格差を調整するために
国から配分されたお金

地方消費税交付金
26億4,453万円
【25億8,000万1千円】
国勢調査による市の人口と
事業所統計による市内の
従業員数に応じて都から
交付されたお金

※各円グラフの（　）内は決算額の前年度比増減率、【　】内は前年度決算額です。
※各計数は表示単位未満四捨五入のため、合計などに一致しない場合があります。
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歳　入 歳　出

歳出総額
502億1,831万2千円

【468億7,524万4千円】

歳入総額
513億4,613万4千円
【504億7,491万8千円】

決算における
市民１人当たり
43万9,758円
【43万1,387円】

決算における
市民１人当たり
43万99円

【40万623円】

性質別支出の状況

性質
４年度 ３年度

決算額 市民一人当たり 決算額 市民一人当たり
人件費 ６１億２，０７２万円 ５万２，４２１円 ６１億７，４５８万円 ５万２，７７２円
扶助費 １６１億４，７６３万円 １３万８，２９８円 １７５億９，０９０万円 １５万３４２円
公債費 ２１億３，０５５万円 １万８，２４７円 ２１億６４９万円 １万８，００３円
物件費 ８１億７，７６８万円 ７万３８円 ７７億２７９万円 ６万５，８３２円
維持補修費 １億２，９６６万円 １，１１０円 １億３，５７３万円 １，１６０円
補助費等 ５３億５，６１６万円 ４万５，８７３円 ４７億５，１２０万円 ４万６０６円
積立金 ２９億３，８７４万円 ２万５，１６９円 １２億９，８７１万円 １万４２６円
投資及び出資金・貸付金 ０円 ０円 ０円 ０円
繰出金 ４６億３，５３３万円 ３万９，７００円 ４４億８７９万円 ３万７，６８０円
前年度繰上充用金 ０円 ０円 ０円 ０円
投資的経費 ４３億１，６８０万円 ３万６，９７２円 ２７億８，０９０万円 ２万３，７６７円
※�性質別の金額は、「一般会計」と「公営事業会計以外の特別会計」の数値を組み替えて作成した決算統計（地方自治体の決算についての統計）上の数値
です。

目的別支出の状況（主な内訳）

目的 ４年度
決算額 市民一人当たり

総務（総務費）
一般管理 １９億７，１６２万円 １万６，８８６円
財産管理 ３億３，２８３万円 ２，８５１円
行政管理 ５億６，８８８万円 ４，８７２円
コミュニティ振興 ２億１，９２４万円 １，８７８円
徴税 ５億２５９万円 ４，３０４円

福祉（民生費）
高齢者 ３６億８，１１２万円 ３万１，５２７円
障害者 ４４億７，０９４万円 ３万８，２９２円
子育て １０１億９，０５４万円 ８万７，２７８円
生活扶助 ４０億５，５３６万円 ３万４，７３２円

環境・ごみ処理（衛生費）
保健衛生 ２４億２，０６６万円 ２万７３２円
公害対策 ９，２１５万円 ７８９円
清掃 １７億７，６６７万円 １万５，２１６円

産業振興（農林業費・商工費）
農業 ６，６８８万円 ５７３円
商工 ５億７，６１７万円 ４，９３５円

生活基盤（土木費）
道路 ２４億１，２２７万円 ２万６６０円
河川 ３，４７２万円 ２９７円
公園 ８億１，５３４万円 ６，９８３円

教育・文化（教育費）
小学校 ２５億７，４９７万円 ２万２，０５４円
中学校 ８億６，６７６万円 ７，４２３円
図書館 ４億７９１万円 ３，４９４円
生涯学習センター ８，９８７万円 ７７０円
社会教育 １億１，２０８万円 ９６０円
スポーツ ３，０４３万円 ２６１円

防災（消防費）
消防 １４億１，５３５万円 １万２，１２２円

借金返済（公債費）
市債元金利子償還 ２４億２８７万円 ２万５８０円

市有財産の状況
財産 現在高 市民一人当たり

土地（公園や施設の敷地など） ５９３,９１４．５２㎡

建物（学校や生涯学習センターなど） １９５,８６０．０９㎡

工作物（防火貯水槽など） １,６９９カ所

物権（地上権） ５,５４７．５３㎡

出資による権利（出資金や出えん金） ２,２４８万３千円 １９３円

物品（自動車や地域防災無線など） １７８点

債権（施設借上敷金など） １,７１２万４千円 １４７円

基金（財政調整基金など） ８８億６,４２４万２千円 ７万５,９１８円
※基金現在高には特別会計に属するものも含めています。

市債借り入れの状況
発行目的 残高 市民一人当たり

下水道債 ５０億８,３７１万５千円 ４万３,５４０円

土木債 １７億３,８１９万円 １万４,８８７円

教育債 ３５億７,５５０万４千円 ３万６２３円

総務債 ２億３,４５３万８千円 ２,００９円

民生債 ３億４,７１０万１千円 ２,９７３円

衛生債 １億３,８７８万９千円 １,１８９円

消防債 １億７,５７９万６千円 １,５０６円

その他（減税補てん債、臨時財政対
策債など） １８１億９,９５６万３千円 １５万５,８７２円

合計 ２９４億９,３１９万５千円 ２５万２,５９７円

（参考：３年度末残高） ３０６億６,６２９万９千円 ２６万２,０９２円

４年度に実施した主な事業
総務費

再生可能エネルギー等を活用した非常用
電源確保事業 １９１万７千円

DX推進事業 ８４４万２千円

民生費

おうち時間支援事業 ６,０３２万６千円

衛生費

新型コロナウイルスワクチン接種事業 ６億１,２９０万５千円

樹林地等管理事業 ３億８,４９０万１千円

農林業費

中核的・中心的農業者支援事業 ２７４万１千円

商工費

キャッシュレス決済推進事業 １億５,４０１万４千円

土木費

道路舗装補修事業 ２億９１９万４千円

放置自転車等対策事業 ４億９,８０７万２千円

デマンド型交通運行事業 ２,９３１万１千円

東３・４・１３号線及び東３・４・２１号線
整備事業 ９億６,４５４万７千円

消防費

消防事務委託事業 １３億１,０２４万４千円

教育費

小・中学校改修事業 １３億１,６０１万６千円

文化財普及事業 １０８万５千円

４年度決算の概要をお知らせします

市税収入の状況� ※５年３月３１日現在の人口：１１万６,７６０人

税目 ４年度
決算額 市民一人当たり

個人市民税 ７８億３,２１３万円 ６万７,０７９円
法人市民税 ６億４,７４５万円 ５,５４５円
固定資産税 ６９億６,６９６万円 ５万９,６６９円
都市計画税 １３億７,０３４万円 １万１,７３７円
市たばこ税 ６億３,５９２万円 ５,４４６円
軽自動車税 １億３,３０１万円 １,１３９円
合計 １７５億８,５８１万円 １５万６１５円
（参考：３年度決算額） １７１億５１７万円 １４万６,１９１円
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都支出金
77億8,542万円（65.4%）

国民健康保険税
24億5,486万8千円
（20.7%）

繰入金　14億2,626万7千円（12.0%）

その他　2億2,047万2千円（1.8％）

国庫支出金　35万2千円（0.1％）国民健康保険特別会計 介護保険特別会計

下水道事業会計
後期高齢者医療特別会計

分担金及び負担金
33億1,203万円（93.0%）

保健事業費　1億765万8千円（3.0%）

（歳入）118億8,737万9千円

（歳出）118億6,799万1千円

（歳入）36億307万6千円

（歳出）35億6,263万円

後期高齢者医療保険料
16億9,045万9千円（46.9%）

繰入金
17億3,470万円（48.1%）

その他　1億7,791万7千円（5.0%）

その他　1億4,294万2千円（4.0%）

営業費用
20億5,486万5千円（94.8%）

営業外費用　1億1,184万6千円（5.2%）

企業債償還金　6億5,057万8千円（42.8%）
建設改良費
8億6,988万5千円（57.2%）

（収益的収入）22億9,957万8千円

（収益的支出）21億6,671万1千円

営業収益
18億2,001万1千円（79.1%）

営業外収益　4億7,956万7千円（20.9%）

保険給付費
92億9,020万1千円（89.6%）

その他　10億7,620万2千円（10.4%）

（歳入）104億6,804万2千円

（歳出）103億6,640万3千円

支払基金交付金
25億9,712万9千円
（24.8%）

保険料　21億2,854万9千円（20.3%）

繰入金
16億9,770万4千円（16.2%）

都支出金　14億4,442万7千円（13.8%）

その他　1億5,552万9千円（1.5%）

（資本的収入）5億3,202万7千円

（資本的支出）15億2,046万3千円

他会計補助金
9,761万7千円（18.4%）

企業債
3億5,230万円（66.2%）

国庫補助金　7,820万円（14.7%）

その他　391万円（0.7%）

国庫支出金
24億4,470万4千円
（23.4%）

保険給付費
75億7,204万3千円（63.8%）

国民健康保険事業費納付金
36億4,057万8千円（30.7%）

その他　6億5,537万円（5.5%）

　
「
東
久
留
米
市

ス
ポ
ー
ツ
健
康
都

市
宣
言
」（
令
和
３

年
１０
月
）を
受
け

て
、
昨
年
か
ら
始

ま
っ
た「
ス
ポ
ー

ツ
健
康
ウ
ィ
ー
ク

ｉ
ｎ
東
久
留
米
」、

今
年
も
１０
月
を
中

心
に
数
々
の
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
親
子
で
ボ
ー
ル
投
げ
教

室
で
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
元
日
本
代
表
金
メ
ダ
リ
ス

ト
の
峰
幸
代
さ
ん
と
渥
美
万
奈
さ
ん
よ
り
、
ラ
ジ

オ
体
操
教
室
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
体
操
で
お
馴
染

み
の
鈴
木
大
輔
さ
ん
と
織
田
一
明
さ
ん
よ
り
、
丁

寧
に
ご
指
導
を
頂
き
ま
し
た
。
健
康
寿
命
が
都
内

Ｎ
Ｏ
・
１（
女
性
）の
東
久
留
米
で
す
！
更
に
健
康

長
寿
に
繋
が
る
よ
う
に
、
こ
の
取
り
組
み
を
広
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
５
年
第
３
回
市
議
会
定
例
会
で
は
、

令
和
４
年
度
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
加
え
、
物
価
高
騰

へ
の
対
応
も
あ
り
、
４
年
度
は
１５
回
も
の
補
正
予

算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。
前
市
長
の
下
に
進
め
ら

れ
て
き
た
駅
西
口
自
転
車
等
駐
車
場
整
備
や
、
市

役
所
本
庁
舎
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
と
蓄
電
池
設

備
に
よ
る
非
常
用
電
源
確
保
事
業
が
、
よ
う
や
く

こ
こ
で
実
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
他
、

「
ボ
ー
ル
遊
び
の
で
き
る
公
園
」の
設
置
や
緑
地
保

全
計
画
に
基
づ
く
保
全
対
象
緑
地
の
購
入
な
ど
、

生
活
環
境
と
自
然
環
境
の
充
実
に
向
け
た
施
策
に

も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
歳
入
面
で
の
ト
ピ
ッ
ク
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

大
幅
な
増
加
で
す
。
新
た
に
参
入
頂
い
た
企
業
の

高
額
商
品
が
人
気
を
博
し
、
受
入
額
が
前
年
度
の

６９
倍
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
全
国
２
位
の
伸
び

率
だ
そ
う
で
す
。
引
き
続
き
歳
入
増
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

　
決
算
の
各
指
標
等
を
見
て
も
厳
し
い
財
政
状
況

に
変
わ
り
な
く
、
市
内
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
応

な
ど
頭
を
悩
ま
す
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
時
代
に

即
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
望
む
声
は
多
く
、
そ
の

ご
期
待
に
応
え
て
い
く
た
め
に
も
、
こ
れ
ま
で
の

事
業
を
今
一
度
見
直
し
、
改
革
改
善
を
重
ね
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 市長

至誠
　通天

てんつう

せいし

相談内容 相談日 時間 相談員 場所 問い合わせ先

耐震相談 ８ 日㈮ 午後 ２時〜　
４時

東久留米建築
設計協会会員

市役所 １階　
屋内ひろば

施設建設課
☎０４２・４７０・７７５６

教育相談
※�電話相談
も可

火曜〜
土曜日

午前１０時〜
午後 ５時
（滝山のみ水
曜日は ６時ま
で）

教育相談員

中央相談室
（成美教育文
化会館内教育
センター）

中央相談室
☎０４２・４７３・３６６７

月曜〜
金曜日

滝山相談室
（西部地域セ
ンター内）

滝山相談室
☎０４２・４７５・８９０９

母子・父子
相談 開庁日 午前 ８時半〜

午後 ５時
母子・父子自
立支援員

市役所 ２階
児童青少年課

児童青少年課
☎０４２・４７０・７７３６

身体障害者
相談 ８ 日㈮

午前１０時〜
正午

身体障害者相
談員 市役所 １階

相談室

前月末までに障害
福祉課
☎０４２・４７０・７７４７
o０４２・４７５・８１８１知的障害者

相談 １３日㈬ 知的障害者相
談員

心身障害者
（児）相談 平日

午前 ９時〜
午後 ５時

さいわい福祉
センター支援
員

さいわい福祉
センター

さいわい福祉
センター
☎０４２・４７７・２７１１

職業相談 開庁日 ハローワーク
三鷹職員

市役所 ２階
ワークコーナー

直接会場で
住宅増改築
相談 １４日㈭ 午前１０時〜

正午、
午後 １時〜
４時

市住宅増改築
等斡旋事業登
録団体協議会

市役所 １階
屋内ひろば

消費者相談 平日 消費生活相談
員

市役所 ２階
生活文化課

市消費者センター
☎０４２・４７３・４５０５

行政相談 １２月は実施しません（次回は ６年 １月１０日㈬実施予定） 生活文化課
☎０４２・４７０・７７３８

生活困窮者
自立相談 開庁日 午前 ９時〜

午後 ４時 相談支援員 市役所 １階
福祉総務課

福祉総務課
☎０４２・４７０・７７４１

１２ 月 の 無 料 相 談１２ 月 の 無 料 相 談
相談内容（定員） 相談日 時間 相談員 予約開始日時 場所 問い合わせ先

法律相談（各日 ８人）

６ 日㈬

午前１０時から 弁護士
１１月２４日㈮

市役所 ２階
相談室

各予約開始日の午
前 ８時半から電話
で生活文化課
☎０４２・４７０・７７３８

１３日㈬
２０日㈬

１２月１４日㈭
２７日㈬

不動産・相続・会社
の登記等相談（ ５人）

６ 日㈬
午後 １時から 司法書士

１１月２１日㈫
表示登記・土地の境
界等登記相談（ ４人） 午前１０時から 土地家屋

調査士
相続・遺言・成年後
見等手続き相談
（ ５人）

１３日㈬
午後 １時から

行政書士 １２月 ７ 日㈭

税務相談（ ５人）
２０日㈬

税理士 １２月１２日㈫
人権・身の上相談
（ ４人）

午後 １時半か
ら

人権擁護委
員 １２月１４日㈭

不動産取引相談
（ ５人） ７ 日㈭

午後 １時から
宅地建物
取引士 １１月２４日㈮

交通事故相談（ ５人）

２７日㈬

弁護士

１２月２１日㈭年金・労災・雇用・
保険・人事管理等相
談（ ４人）

午前１０時から 社会保険
労務士

女性の悩みごと相談
（各日 ４人）

４ 日㈪

午前１０時半〜
午後 ４時半

女性カウン
セラー

１１月２２日㈬
各予約開始日の午
前 ９時から電話で
男女平等推進セン
ター
☎０４２・４７2・0061

１１日㈪
１８日㈪

１２月 ６ 日㈬
２５日㈪

女性弁護士による法
律相談（ ４人） １ 日㈮ 午前 ９時半〜

午後 ０時半 女性弁護士 １１月１７日㈮

経営相談 平日 午前１０時半〜
午後 ４時半

市商工会
経営指導員

前日まで予
約可 市商工会館 市商工会

☎０４２・４７１・７５７７

特別会計 特別会計は、効率的な運営やその経理を明確にするために、一般会計から独立させたもので、市では国民健康保険、後期高齢者医
療、介護保険の ３つの会計と下水道事業会計を設けています。
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歳出総額
17億7,666万
9,900円

その他
1,150万7,334円

資源集団回収事業費
1,615万3,987円

リサイクル推進事業費
（紙布類回収、

剪定枝リサイクルほか）
9,231万6,004円

家庭ごみ有料化事業費
（指定収集袋製造ほか）
6,521万5,159円

職員人件費
1億6,633万
4,867円

東京たま広域
資源循環組合負担金
2億9,885万6,960円

柳泉園組合負担金
3億2,163万8,000円

家庭ごみ・
資源物収集事業費
8億464万7,589円

歳入総額
17億7,666万
9,900円

衛生使用料
（自動販売機設置）

1,200円

雑入
（紙類売払代金ほか）
2,951万4,496円

清掃手数料
（家庭ごみ処理手数料ほか）
2億8,125万2,200円

市税や交付金などの
一般財源

14億6,590万2,004円

　 ４ 年度におけるごみ処理に係る経費(清掃費)の歳入・歳出決算
総額は、それぞれ17億7,666万９,９００円となり、前年度から約409万
円の減少となりました。
　歳出総額に占める各項目の割合は、家庭ごみ・資源物収集事業
費が ８ 億464万7,589円（約45％）と最も大きく、次いで、柳泉園組
合負担金が ３ 億2,163万8,000円（約18％）、東京たま広域資源循環
組合負担金が ２ 億9,885万6,960円（約17％）となっています。
　ごみ処理に係る歳出に対し、家庭ごみ処理手数料を含む清掃手
数料や資源物（紙類・金属類など）売却代金などを、特定財源とし
て充当していますが、大部分の14億6,590万2,004円（約83％）は一
般財源で賄っている状況です。

まだ使える品物のリユース(再利用)にご協力を

ペットボトルの水平リサイクル「ボトルtoボトル」

◆フードドライブ（食品の回収）
　食品ロスの削減を目的として、ご家庭で使いきれない食品を集め、
福祉団体などの必要としている方々へ寄付する取り組みです。
回収できるもの
●未開封で破損していないもの(賞味期限等の表示が見え、中身に影
響がない程度の破損は可)
●賞味期限まで 2 カ月以上あるもの(米・塩・砂糖・ガムなどを除く)
●常温保存が可能なもの
回収できないもの
生鮮食品、酒類など

◆リユースチャレンジ（おもちゃ類・食器類の回収）
　ご家庭で使わなくなった、でもまだ使える「おもちゃ類」と「食器類」を回収
する取り組みです。回収した品物は海外でリユースされます。
回収できるもの
ぬいぐるみ・模型・ボードゲーム・カードゲーム・ラジコン・スポーツ用品
・椀・皿・コップ・鍋・フライパン・ティーポットなど
回収できないもの
●稼働するのに電源コードが必要なもの
●破損・汚損により使用できないもの
●回収ボックス（幅８５㎝×奥行４５㎝×高さ７５㎝程度）に入らない大きさのもの

　市では、ごみの減量に向けた取り組みとして、まだ使える品物を再利用(リユース)する取り組みを
行っています。ご家庭で使わなくなった次の品物がありましたら、ごみ対策課までお持ちください。

　市では、 4 月よりコカ・コーラ ボトラーズジャパン株式会社と協働し、
使用済みペットボトルを回収・リサイクル処理した上でペットボトルとし
て再生し、飲料の容器として用いる、ペットボトルの水平リサイクル「ボ
トルtoボトル」に取り組んでいます。

　この取り組みにより、石油由来の原料からペットボトルを作る場合と比
べて約60％のCO 2 を削減することができます。
　「ボトルtoボトル」には、きれいなペットボトルの回収が必要不可欠に
なります。引き続き、ペットボトルの適切な排出にご協力をお願いします。

家庭ごみの
収集状況などについて
お知らせします

◆歳出 ◆歳入

４ 年度のごみ処理経費４年度のごみ処理経費

ごみと資源物の収集量の比較ごみと資源物の収集量の比較
（単位：トン）

項目 平成２８年度
（有料化前） 令和３年度 令和４年度

燃やせるごみ １万６,３８３ １万４,２１７ 1万3,884
燃やせないごみ ２,２０６ １,８０３ 1,743
粗大ごみ ７７ １１４ 100
有害ごみ ３６ ３８ 35
ごみ小計 １万８,７０２ １万６,１７２ 1万5,762
資源物 ６,０９２ ７,２８８ 7,101
　うち、容器包装プラスチック １,４９４ １,８５６ 1,793
行政収集総量（※１） ２万４,７９４ ２万３,４６０ 2万2,863

※１　�行政収集総量＝市で収集したごみと資源物の合計量であり、集団回収や、中間処理場への持ち込み
ごみを含まないもの。

項目 平成２８年度
（有料化前） 令和３年度 令和４年度

１人１日あたりの排出量（ｇ）（※２） ５８０.６ ５４８.９ 535.6
総資源化率（％） ３７.１ ３９.０ 37.9

※２　行政収集総量÷（人口×３６５日）により算出（人口は各年１０月１日時点を使用）。

　行政収集総量は、有料化実施後、各年度において有料化実施前
の平成２８年度と比較して減少しており、前年度との比較において
令和 ４ 年度は約 ３ ％減少しています。燃やせるごみと燃やせない
ごみの収集量も同様の推移となっており、燃やせるごみの収集量
は前年度から約 ２ ％減少、燃やせないごみの収集量は前年度から
約 ３ ％減少しました。
　資源物のうち、 ４ 年度の容器包装プラスチック収集量は前年度
から約 ３ ％減少しました。
　市では、循環型社会の形成に向けた取り組みの基本的・長期的
な方向性を示す一般廃棄物処理基本計画（令和 ４ 年 ３ 月策定）にお
いて、令和１８年度末までに「 １ 人 １ 日当たりの家庭系ごみ排出量」
を「５０５ｇ」とすることを目標にしています。家庭系ごみのさらな
る減量や、適切な資源の再利用に向けて、市民の皆さんのご協力
をお願いします。

　市では、平成２９年 ７ 月に家庭ごみの戸別収集（小型廃家電類を除く）
を開始し、同年１０月に燃やせるごみ、燃やせないごみ、容器包装プラ
スチックの ３ 品目について、家庭ごみ処理の有料化を開始しました。
　現時点において、家庭ごみの排出状況、ごみと資源物の処理や再資
源化に係る経費など、多くの問い合わせをいただいている内容や、市
からのお願いなどについてお知らせします。
lごみ対策課☎０４２・４７３・２１１７（八幡町 ２ －１０－１０）

（この記事は ５面へ続きます）

市n
（フードドライブ）

市n
（リユースチャレンジ）
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捨て方に注意が必要なもの

◆パソコン
　市では、「小型家電リサイクル法」の認定業者である「リネットジャパンリ
サイクル株式会社」と協定を締結し、家庭で不用になったパソコンの宅配
便を活用した無料回収、リサイクルを進めています。詳細は市nをご覧く
ださい。
回収手順
　①�同社nまたは、同社お問い合わせ専用窓口☎0570・085・800（午前10
時～午後 5時）から申し込み

　②不用なパソコンをダンボールに詰める
　③宅配業者（佐川急便）が希望日時に回収
▼パソコンを含む １箱分の回収料金・リサイクル料金が無料
▼古くても、故障していても、どんなパソコンでも回収可能
▼�パソコンと一緒に、プリンターなど
の周辺機器も一緒に回収可能
　※�上記のほか、パソコンメーカーに
よる回収もあります。回収方法・
料金などの詳細は、各メーカーに
確認してください。

◆ご自宅で使用した注射針（在宅医療廃棄物）
　収集作業時に針刺し事故が発生しています。インスリン自己注射などの
在宅医療に係る使用済み注射針は、ごみとして出さず、処方を受けた医療
機関（病院・診療所）または薬局に返却してください。市薬剤師会では、在
宅医療に伴う使用済み注射針の回収事業を行っています。
　なお、輸液パックなどについては、衛生処理の観点から燃やせるごみに
お出しください。

市n

市n

粗大ごみ収集の申し込みはインターネット予約が便利です粗大ごみ収集の申し込みはインターネット予約が便利です

　ごみと資源物は、決められた収集日の当日、午前 ８ 時半までに出して
ください。
　ごみと資源物の収集は、その日の交通事情、天候や排
出量の影響を受けるため、毎日同じ時間に収集すること
を確約できるものではありません。また、収集車が収集
した後に出されたごみ・資源物については、再度の収集
はしていませんのでご注意ください。
　ごみの分別方法については市nからごみ分別辞典「ご
みサク」もご覧ください。

市n（ごみサク）

ごみの出し方について
（ ４面から続く）

◆リチウムイオン電池等使用製品
　リチウムイオン電池をはじめとした小型充電式電池は、日常生活で使用す
るさまざまな機器に使用されてい
ます。これらを使用した製品が、
指定収集袋の中に混入することに
よるごみ処理過程での発煙・発火
事故が頻発しています。指定収集
袋には入れず、正しい分別にご協
力をお願いします。

市n
実際の発火事故の様子
（画像提供：東京消防庁）

特定 ４ 品目以外で、リチウムイオン電池等を 
製品本体から取り外すことができない場合
　小型家電回収ボックス（市役所本庁舎やごみ対策課、地域センター
などに設置）に入れてください。

リチウムイオン電池等使用製品の例モバイルバッテリー、ゲーム機、ハン
ディー扇風機、デジカメ、コードレス家電、電動歯ブラシ、音楽プレーヤ
ー、タブレット端末など

特定 ４ 品目以外で、リチウムイオン電池等を 
製品本体から取り外すことができる場合
　取り外した電池は、ビニールテープなどで＋極と－極を絶縁した上
で、小型家電回収ボックス（市役所本庁舎
やごみ対策課、地域センターなどに設置）、
またはリサイクルＢＯＸ（リサイクル協力
店、市役所本庁舎、ごみ対策課に設置）
に入れてください。電池以外の部分は、材
質によって分別して捨ててください。

モバイルバッテリー、電子タバコ、 
電気シェーバー、電動歯ブラシ（特定 ４ 品目）
　有害ごみの日（水曜日）に出してください。
出し方戸建て住宅にお住まいの方は、特定 ４品目のみを透明または半
透明の袋に入れて出してください。共同住宅にお住まいの方で、有害
ごみ専用回収容器がある場合には容器に直接入れてください。有害ご
み専用回収容器がない場合には特定 ４品目のみを透明または半透明の
袋に入れて出してください。なお、出す際には、端子部分をビニール
テープなどで絶縁処理してください

地区

曜日

東地区 西地区
上の原、神宝町、金山町、氷川台、
大門町、東本町、新川町、浅間町、
学園町、ひばりが丘団地、本町、
南沢、中央町

小山、幸町、前沢、南町、滝山、
下里、柳窪、野火止、八幡町、
弥生

月 容器包装プラスチック
・ＰＥＴボトル

燃やせるごみ・びん

火 燃やせるごみ・びん 容器包装プラスチック
・ＰＥＴボトル

水 燃やせないごみ・有害ごみ 燃やせないごみ・有害ごみ
木 缶・紙類・布類 燃やせるごみ・びん
金 燃やせるごみ・びん 缶・紙類・布類

切り取るなどしてご利用ください。
ごみ分別カレンダー

　電話での粗大ごみ収集の申し込みは、月曜日や休日の翌日、午前 ８時半
の受付開始直後に集中し、電話が繋がりにくくご迷惑をおかけしてしまう
ことがあります。
　インターネット、FAXでも申し込みができ、２４時間受け付けていますの
で、ぜひご利用ください。
受付電話番号０４２・４７３・２１１８（土曜・日曜日、祝日および年末年始を除く
午前 ８時半～午後 ５時１５分受け付け）
受付FAX番号０４２・４７７・６７５５（２４時間受け付け）

切り取り

市n
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■都市公園について皆さんのご意見をお聞かせください
　市では、これからも情報提供に努めながら、市民の皆
さんと一緒に考えていきます。アンケートフォームから、
皆さんのご意見をお聞かせください。
※�頂いたご意見への個別の対応はできかねますので、ご
了承ください。

アンケート
フォーム

　
前
回
お
伝
え
し
た
市
が
抱
え

る
７
つ
の
課
題
を
踏
ま
え
、
こ

れ
か
ら
の
５０
年
間
を
見
据
え
た

都
市
公
園
を
整
備
す
る
に
あ
た

り
、
５
つ
の
取
り
組
み
方
針
に

基
づ
き
、
進
め
て
い
き
ま
す
。

◎
７
つ
の
課
題

①
公
園
の
７５
㌫
が
小
規
模
で
あ

る
こ
と

②
市
民
一
人
当
た
り
の
公
園
敷

地
面
積
が
標
準
で
あ
る
５
平
方

メ
ー
ト
ル
に
達
し
て
い
な
い

③
公
園
の
施
設
・
遊
具
の
老
朽

化④
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、

公
園
維
持
管
理
の
労
力
・
経
費

の
増
大

⑤
民
間
資
金
・
活
力
の
活
用

⑥
ボ
ー
ル
遊
び
の
で
き
る
公
園

整
備

⑦
地
域
・
行
政
課
題
の
解
決
を

見
据
え
た
パ
ー
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト

第
３
回　

今
後
の
都
市
公
園
の
取
り
組
み
方
針

都
市
公
園
の

　
　
　
整
備
方
針

公
園
公
園
がが
紡
ぐ
紡
ぐ

　

こ
の
ま
ち
の
未
来

　

こ
の
ま
ち
の
未
来

思いっきりボール
遊びができるように
なったね！

　
課
題
解
決
に
向
け
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
ご
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、
そ
の
他
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な

可
能
性
を
探
り
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た「
ボ

ー
ル
遊
び
の
で
き
る
公
園
」に

つ
い
て
、
今
回
お
知
ら
せ
し
た

取
り
組
み
方
針
の
策
定
と
並
行

し
、
設
置
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
５
年
３
月
に
南

町
公
園（
南
町
３

−

９
、
１
６

５
０
平
方
メ
ー
ト
ル
）の
整
備

が
完
了
し
、「
ボ
ー
ル
遊
び
の
で

き
る
公
園
」と
し
て
利
用
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
、

防
球
ネ
ッ
ト
で
囲
わ
れ
た
公
園

内
に
お
い
て
、
多
く
の
こ
ど
も

達
が
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
ボ
ー

ル
蹴
り
な
ど
の
遊
び
を
楽
し
め

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み

南
町
公
園
に
つ
い
て

公園が持つたくさんの
ストック効果によって、
地域や行政の課題解決
を目指すんだね！

市n

公
園
づ
く
り
に
関
す
る

情
報
は
市
n
で

　「
こ
れ
か
ら
の
５０
年
間
を
見
据
え
た
市
の
都
市
公
園
づ
く
り
」

に
つ
い
て
、
全
５
回
に
わ
た
っ
て
お
知
ら
せ
す
る
シ
リ
ー
ズ
で

す
。
前
回
は「
市
が
抱
え
る
課
題
」に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
し
た

が
、
今
回
は
、「
今
後
の
都
市
公
園
の
取
り
組
み
方
針
」に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

l
環
境
政
策
課
緑
と
公
園
係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
５
３

●地域とのコンセンサス（合意形成）
　を得ながら公園ストックの再編
　地域住民の生活の一部として定着している都
市公園などが、その地域の実情に沿ったストッ
ク効果をさらに最大限発揮できるよう住民の意
見に沿った機能別再編について検討します。

●ボール遊びのできる環境整備
　市が今後の重点的取組みと位置付けるこども
たちへの投資の一環として、一つの小学校区域
に一つ以上の「こどもがボールで遊べる環境」を
整備できるよう検討します。

●民間資金・民間活力等の導入
　都市公園の維持管理に民間資金・活力を最大限活用できる「公募設置
管理制度（Park-PFI）」などの導入を検討します。

　平成29年に新設された「飲食店、売店等の公園利用者の利便性を向上
させる公園施設の設置と、施設から得られる収益を活用してその周辺の
園路、広場等の公園施設の整備・改修等を一体的に行う者を、公募によ
り選定する制度」です。

公募設置管理制度（Park-PFI）とは

■Park-PFIのイメージ

５つの取り組み方針

「都市公園の質の向上に向けたPark-PFI活用ガイドライン 令和５年３月改正版」（国土交通省）
（https://www.mlit.go.jp/toshi/park/content/001616038.pdf）を加工して作成

●地域・行政課題を同時に
　解決できるパークマネジメント
　都市公園を単に公園（緑とオープンスペース）
として捉えるのではなく、まちづくりの全体的
視点によりパークマネジメントを行い、地域課
題・行政課題を解決できるよう検討します。

●基幹公園等の整備
　市内を一定区域に区分けし、その区域内の基
幹公園としての役割を担う都市公園の創設、再
編とともに、地域資源や特色を活かした持続的
にストック効果※が期待できる公園づくりを検
討します。
※�整備された公園が機能することによって、継
続的に効率性や生活の質などを高める効果
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市

民

生

活

11月30日㈭納期限11月30日㈭納期限
納期内納付にご協力くださいl納税課☎︎042・470・7729

国民健康保険税 第5期

後期高齢者医療保険料 第5期

介護保険料 第5期

夜
間
・
休
日 

納
付
相
談
窓
口

　
病
気
や
失
業
、
事
業
の
廃
止

な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に

よ
り
市
税
な
ど
の
納
付
が
困
難

な
方
は
、
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、

納
税
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

電
話
相
談
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
昼
間
お
仕
事

な
ど
で
お
忙
し
い
方
の
た
め
に
、

夜
間
・
休
日
納
付
相
談
窓
口
を

開
設
し
、
納
付
相
談
の
ほ
か
、

市
税
な
ど
の
納
付
を
受
け
付
け

ま
す
。
納
付
相
談
は
事
前
連
絡

が
あ
る
と
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま

す
の
で
、
来
庁
日
時
を
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
※
納
付
書
の
再
発
行
も
で
き

ま
す（
一
部
を
除
く
）。

a
▼
休
日
＝
１１
月
２５
日
㈯
・
２６

日
㈰
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
午

後
４
時
▼
夜
間
＝
１１
月
２８
日
㈫

午
後
８
時
ま
で

b
納
税
課（
市
役
所
２
階
）

i
▼
口
座
振
替
の
手
続
き
お
よ

び
納
税
証
明
書
の
発
行
は
で
き

ま
せ
ん
▼
保
育
園
保
育
料
、
保

育
園
副
食
費
、
学
童
保
育
所
費

は
、
納
付
書
を
持
参
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
領
収
し
ま
す（
納
付

書
の
再
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
）

l
納
税
課
納
税
係
☎
０４２
・
４
７

０
・
７
７
３
０

国
民
健
康
保
険
高
額
療

養
費（
外
来
年
間
合
算
）

支
給
申
請
の
勧
奨
通
知

を
送
付
し
ま
す

　
年
間
を
通
し
て
高
額
な
外
来

診
療
を
受
け
て
い
る
方
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
自
己
負
担

額
の
年
間
上
限
額（
１４
万
４
千

円
）を
超
え
た
世
帯
へ
、
１２
月

上
旬
に
支
給
申
請
の
勧
奨
通
知

を
送
付
し
ま
す
。

計
算
対
象
期
間
４
年
８
月
１
日

～
５
年
７
月
３１
日

e
７
月
３１
日
現
在
、
７０
歳
以
上

７５
歳
未
満
で
所
得
区
分
が
一
般

ま
た
は
非
課
税
世
帯
の
方

l
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険

係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
３

こ
ど
も

と
教
育

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト 

・
セ
ン
タ
ー
事
業
説
明
会

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
は
、
有
償
の
子
育
て

助
け
合
い
事
業
で
す
。
地
域
の

協
力
者
が
お
子
さ
ん
の
預
か
り

や
送
迎
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

新
年
度
か
ら
の
利
用
を
お
考
え

の
方
は
、
早
め
の
登
録
を
お
勧

め
し
ま
す
。
ま
ず
は
事
業
説
明

会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

a
①
１２
月
４
日
㈪
②
１２
月
１６
日

㈯
、
い
ず
れ
も
午
前
１０
時
か
ら

３０
分
程
度

b
①
市
民
プ
ラ
ザ
会
議
室（
市

役
所
１
階
）②
わ
く
わ
く
健
康

プ
ラ
ザ
２
階
社
協
会
議
室

f
先
着
各
１０
人（
事
前
予
約
制
）

h
事
前
送
付
資
料
、
入
会
希
望

者（
保
護
者
）の
顔
写
真
、
本
人

確
認
書
類（
健
康
保
険
証
、
運

転
免
許
証
な
ど
）

j
▼
お
子
さ
ん
の
同
席
可（
保

育
な
し
）▼
登
録
後
、
別
途
会

員
同
士
の
顔
合
わ
せ
が
必
要

k
l
電
話（
☎
０４２
・
４
７
５
・

３
２
９
４
）

ま
た
は
直
接

フ
ァ
ミ
リ
ー

・
サ
ポ
ー
ト

・
セ
ン
タ
ー

へ

高
齢
者

・
福
祉

視
覚
障
害
者
向
け 

ス
マ
ホ
体
験
会

　
視
覚
障
害
者
を
対
象
に
、
ス

マ
ホ
の
利
便
性
や
基
本
的
な
使

い
方
等
に
つ
い
て
ご
説
明
し
、

実
際
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ス
マ
ホ
未
経
験
の
方
も
安

心
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

a
①
１２
月
７
日
②
１４
日
③
２８
日

④
６
年
１
月
１１
日
⑤
１８
日
、
い

ず
れ
も
木
曜
日
午
後
１
時
～
３

時（
午
後
０
時
５０
分
開
場
）

b
さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

c
▼
①「
ス
マ
ホ
の
で
き
る
こ

と
、
ボ
イ
ス
オ
ー
バ
ー
の
説
明
、

文
字
入
力
等
」▼
②
③「
ア
プ
リ

イ
ン
ス
ト
ー
ル
方
法
、
視
覚
障

害
者
向
け
ア
プ
リ
体
験
等
」▼

④
⑤「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
体
験
等
」

e
市
内
在
住
の
視
覚
障
害
者

f
１０
人
程
度（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

i
全
盲
の
方
を
想
定
し
た
内
容

で
す

k
１１
月
３０
日
㈭
ま
で
に
、
電
話

ま
た
は
直
接
さ
い
わ
い
福
祉
セ

ン
タ
ー
へ

l
同
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
・
４
７
７

・
２
７
１
１

第
５
回
活
き
活
き
高
齢
者 

作
品
展
展
示
作
品
募
集

　
日
頃
の
サ
ー
ク
ル
活
動
や
趣

味
活
動
で
創
作
し
た
作
品
を
展

示
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

a
６
年
１
月
２６
日
㈮
午
前
９
時

～
２９
日
㈪
正
午（
作
品
の
搬
入

は
２５
日
㈭
午
後
１
時
～
３
時
、

搬
出
は
２９
日
㈪
午
後
１
時
～
３

時
）

b
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階

e
６０
歳
以
上
の
市
民
の
方（
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

i
１
人
１
作
品
限
り
。
作
品
展

示
位
置
は
、
主
催
者
が
指
定
し

ま
す
。
ま
た
、
電
源
は
使
用
で

き
ま
せ
ん

j
▼
募
集
作
品
・
規
格
な
ど
は

左
表
参
照
▼
主
催
は
活
き
活
き

健
康
の
会

k
１２
月
８
日
㈮
ま
で
に（
必
着
）、

往
復
は
が
き
に「
高
齢
者
作
品

展
参
加
」と
明
記
し
、
作
品
の

種
目
と
大
き
さ（
縦
・
横
・
高

さ
を
メ
ー
ト
ル
法
で
記
入
）・

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
〒
２０３

−

０
０

４
４
、
柳
窪
２

−

１５

−

５６
、
佐

藤
宛
て
郵
送
を

l
同
会
事
務
局
・
佐
藤
☎
０９０
・

５
３
９
６
・
４
５
４
４

住
環
境

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
全
国
一
斉

情
報
伝
達
試
験

a
１１
月
１５
日

㈬
午
前
１１
時

ご
ろ

c
防
災
行
政

無
線
か
ら

「
こ
れ
は
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
の
試
験
で
す
」と
の

試
験
放
送
が
流
れ
ま
す

i
災
害
の
発
生
な
ど
に
よ
り
、

中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

l
防
災
防
犯
課
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
６
９

飼
い
主
の
い
な
い
猫 

（
野
良
猫
）対
策
セ
ミ
ナ
ー

　
野
良
猫
は
ネ
ズ
ミ
等
を
駆
除

し
て
く
れ
る
半
面
、
繁
殖
力
が

非
常
に
高
く
、
避
妊
手
術
を
し

て
い
な
い
メ
ス
が
１
匹
い
る
と
、

１
年
後
に
は
約
２０
匹
に
増
え
て

し
ま
い
ま
す
。
野
良
猫
に
起
因

す
る
ト
ラ
ブ
ル（
糞
尿
被
害
、

エ
サ
の
放
置
等
）の
解
決
の
た

め
に
、
地
域
で
取
り
組
む
野
良

猫
対
策
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

野
良
猫
の
被
害
で
お
困
り
の
方
、

野
良
猫
の
お
世
話
を
し
て
い
る

方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

a
１２
月
１６
日
㈯
午
後
２
時
～
４

時
半

b
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル（
市
役

所
１
階
）

c
講
演
と
質
疑
応
答

f
先
着
５０
人（
事
前
予
約
）

　
※
予
約
の
無
い
方
で
も
、
当

日
の
枠
に
空
き
が
あ
れ
ば
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

d
工
藤
久
美
子
氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ね

こ
だ
す
け
代
表
）、
黒
澤
泰
氏

（
元
横
浜
市
保
健
所
職
員
・
地

域
猫
発
案
者
）

k
１１
月
１５
日
㈬
～
１２
月
１５
日
㈮

に（
閉
庁
日
時
を
除
く
）、
環
境

政
策
課
生
活
環
境
係
宛
て
電
話

ま
た
は
申
し

込
み
フ
ォ
ー

ム
で

l
同
係
☎
０４２

・
４
７
０
・

７
７
５
３

空
き
家
対
策
セ
ミ
ナ
ー

と
個
別
相
談
会

　
空
き
家
の
維
持
管
理
や
、
売

却
等
の
処
分
、
相
続
登
記
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
お
悩
み
に
つ
い
て
、

市
と
協
定
を
結
ん
で
い
る
各
分

野
の
専
門
家
が
お
話
を
伺
い
ま

す
。

　
空
き
家
に
つ
い
て
は
、
近
隣

の
方
々
か
ら
市
へ
多
く
の
相
談

が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
空
き
家
を

放
置
す
る
と
、
樹
木
や
雑
草
の

繁
茂
、
家
屋
の
破
損
な
ど
が
発

生
し
、
敷
地
内
の
み
な
ら
ず
、

周
辺
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
相
談
会
へ

お
越
し
い
た
だ
き
、
お
持
ち
の

空
き
家
に
つ
い
て
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

a
１１
月
２５
日
㈯
午
後
１
時
半
〜

４
時
４５
分

b
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル（
市
役

所
１
階
）

f
先
着
２０
組（
事
前
予
約
制
）　

　
※
予
約
の
無
い
方
で
も
、
当

日
の
枠
に
空
き
が
あ
れ
ば
ご
参

加
い
た
だ
け

ま
す
。

g
無
料

k
１１
月
２４
日

㈮
ま
で
に

（
閉
庁
日
時
を
除
く
）、
電
話
で

環
境
政
策
課
生
活
環
境
係
☎
０４２

・
４
７
０
・
７
７
５
３
へ

l
同
係ス

プ
レ
ー
缶
な
ど
に
よ

る
火
災
・
事
故
を
な
く

そ
う

　
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
を
捨
て
る

場
合
は
、
中
身
を
使
い
切
り
、

有
害
ご
み
と
し
て
捨
て
ま
し
ょ

う
。

使
用
の
注
意
点
▼
ス
プ
レ
ー
缶

な
ど
は
、
暖
房
器
具
な
ど
で
高

温
と
な
る
場
所
を
避
け
て
保
管

し
ま
し
ょ
う
▼
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
は
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
本
体

に
正
し
く
装
着
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
て
か
ら
使
用
し
ま

し
ょ
う
▼
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を

複
数
並
べ
て
鉄
板
を
の
せ
た
り
、

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
カ
バ
ー
を
覆

う
よ
う
な
大
き
な
鍋
の
使
用
や
、

練
炭
等
の
炭
お
こ
し
は
、
燃
料

ボ
ン
ベ
が
過
熱
さ
れ
、
破
裂
す

る
危
険
が
あ
る
の
で
絶
対
に
行

わ
な
い
で
く
だ
さ
い

l
東
久
留
米
消
防
署
危
険
物
係

☎
０４２
・
４
７
１
・
０
１
１
９

�

（
８
面
へ
続
く
）

市社協n

国民保護ポータルサイト

表　第５回活き活き高齢者作品展規格

種目 内　容

手工芸

各種フラワー・籐工芸・木目込み人形（いずれも
５０cm×５０cm以内）、和紙ちぎり絵（１０号以内）、
和紙工芸、手縫ネクタイ、皮工芸、手編み、紙粘
土、押し花絵（１０号以内）、七宝焼き、パッチワー
ク、和裁、洋裁、など

陶芸 ４０cm×４０cm以内

彫刻 縦４０cm×横４０cm×高さ７０cm以内

美術 油絵・水彩画・デッサン・版画（いずれも１０号ま
で）、日本画、水墨画

写真 パネル（額付き全紙以内）

書道・ペン習字
半切・茶掛け（裏打ち以上）、掛軸（条幅以内）、額
（５０cm×９０cm以内で釈文を付ける）
　※すべて風鎮なし

短歌・俳句・俳画 色紙または短冊

その他 絵手紙、てん刻、カリグラフィーなど

申し込みフォーム市n

5．11．15 7住環境
高齢者・福祉市民生活 こどもと教育



（
７
面
か
ら
続
く
）

野
外
焼
却
は 

や
め
ま
し
ょ
う

　
一
般
廃
棄
物（
家
庭
ご
み
な

ど
）を
焼
却
す
る
こ
と
は
原
則

と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
産
業
廃
棄
物
も
法
令
な

ど
で
処
理
方
法
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、
野
外
で
の
焼
却
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
市
n

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

野
外
焼
却
を
し
な
い
た
め
に
一

般
廃
棄
物
や
家
庭
ご
み
は
、
次

の
よ
う
な
方
法
で
処
理
し
ま
し

ょ
う
。

　
▼
自
宅
の
落
ち
葉
や
剪せ

ん

定て
い

枝

は
敷
地
が
あ
る
場
合
に
は
埋
め

戻
す
▼
燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て

小
出
し
に
出
す（
剪
定
枝
は
電

話
予
約
に
よ
り
、
ご
み
対
策
課

で
回
収
し
ま
す
）

野
外
焼
却
の
例
外
次
の
焼
却
を

行
う
場
合
は
、
焼
却
禁
止
の
例

外
事
項
に
該
当
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
▼
伝
統
的
行
事
、
風
俗
慣
習

的
行
事
の
た
め
の
焼
却
行
為
＝

お
焚た

き
上
げ
・
お
祭
り
な
ど
▼

学
校
教
育
お
よ
び
社
会
教
育
活

動
上
必
要
な
焼
却
行
為
＝
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
▼
市
長

が
特
に
や
む
を
得
な
い
と
認
め

る
焼
却
行
為
＝
災
害
時
の
応
急

対
策
の
た
め
や
、
樹
木
や
農
作

物
の
病
害
虫
の
防
除
な
ど
、
農

業
を
営
む
上
で
行
わ
ざ
る
を
得

な
い
も
の
。
ま
た
、
や
む
を
得

ず
焼
却
禁
止
の
例
外
行
為
を
行

う
場
合
は
、
次
の
事
項
を
順
守

し
、
周
辺
の
生
活
環
境
に
配
慮

し
ま
し
ょ
う
。

　
▼
枝
木
や
落
ち
葉
は
よ
く
乾

燥
さ
せ
る
▼
量
は
必
要
最
低
限

に
す
る
▼
時
間
は
極
力
短
く
す

る
▼
天
候
、
風
向
き
、
時
間
帯

を
考
慮
す
る

　
た
だ
し
、
例
外
事
項
に
該
当

す
る
場
合
で
も
、
周
辺
か
ら
の

通
報
や
苦
情
が
発
生
し
た
場
合
、

現
場
で
の
指
導
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

l
環
境
政
策
課
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
５
３
、
ご
み
の
出
し
方

に
つ
い
て
は
ご
み
対
策
課
☎
０４２

・
４
７
３
・
２
１
１
７

野
火
止
用
水
６
市
共
同

ク
リ
ー
ン
デ
イ 

参
加
者
募
集

　
東
京
の
北
西
部
を
流
れ
る
野

火
止
用
水
の
沿
川
６
市
と
都
が
、

野
火
止
用
水
６
市
共
同
ク
リ
ー

ン
デ
イ
を
開
催
し
ま
す
。
当
日

は
６
市
の
各
拠
点
か
ら
出
発
し
、

ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
作
業
を
行
い

ま
す
。
野
火
止
用
水
に
興
味
の

あ
る
方
、
一
緒
に
ひ
と
汗
か
き

ま
せ
ん
か
。

　
主
催
は
東
久
留
米
市
・
東
大

和
市
・
立
川
市
・
小
平
市
・
東

村
山
市
・
清
瀬
市
・
都
。

a
１２
月
２
日
㈯
午
前
９
時
～
１０

時
頃（
８
時
５０
分
か
ら
受
け
付

け
）、
野
火
止
遊
園（
野
火
止
２

−

１１
）集
合

e
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

h
軍
手

j
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で

k
１１
月
２４
日
㈮
ま
で
に
電
話
で

環
境
政
策
課
緑
と
公
園
係
☎
０４２

・
４
７
０
・
７
７
５
３
へ

l
同
係

お
知
ら
せ

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト 

募
集

◎
東
久
留
米
市
食
育
推
進
基
本

方
針（
改
訂
版
）（
素
案
）

　

市
で
は
、
基
本
理
念
を「
彩

り
豊
か
な
食
事
で「
こ
こ
ろ
」と

「
か
ら
だ
」を
健
や
か
に
は
ぐ
く

む
ま
ち
」と
し
、
４
つ
の
重
点

施
策
を
中
心
に「
東
久
留
米
市

食
育
推
進
基
本
方
針（
改
訂
版
）

（
素
案
）」を
と
り
ま
と
め
ま
し

た
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
な
ど

の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
１１
月
２０
日
㈪
～
１２
月

１１
日
㈪

閲
覧
方
法
期
間
中
に
、
市
政
情

報
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
１
階
）、

企
画
調
整
課（
同
４
階
）、
各
図

書
館
、
市
n
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す（
た
だ
し
、
各
施
設
の
閉

庁
日
・
休
館
日
を
除
く
）

提
出
方
法
期
間
中
に（
必
着
）、

「
東
久
留
米
市
食
育
推
進
基
本

方
針（
改
訂
版
）（
素
案
）へ
の
意

見
」と
明
記
し
て
、
住
所
・
氏

名・年
代・ご
意
見（
書
式
自
由
）

を
記
入
の
上
、
〒
２０３

−

８
５
５

５
、
市
役
所
企
画
調
整
課
宛
て

郵
送
、
o（
０４２
・
４
７
０
・
７

８
０
４
）ま
た
は
m（kikaku 

chosei@
ci 

ty.higashi 
ku

ru
m

e
.

lg.jp

）で
提

出
を

l
同
課
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７

０
２

◎
東
久
留
米
市
自
殺
対
策
計
画

（
第
２
次
）（
素
案
）

　
市
で
は
、
総
合
的
に
自
殺
対

策
を
推
進
す
る
た
め「
東
久
留

米
市
自
殺
対
策
計
画
」を
策
定

し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、「
東

久
留
米
市
自
殺
対
策
計
画（
第

２
次
）（
素
案
）」を
と
り
ま
と
め

ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

な
ど
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
１１
月
２０
日
㈪
～
１２
月

１１
日
㈪

閲
覧
方
法
期
間
中
に
、
市
政
情

報
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
１
階
）、

健
康
課（
わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ

ザ
内
）、
各
図
書
館
、
市
n
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す（
た
だ
し
、

各
施
設
の
閉
庁
日
・
休
館
日
を

除
く
）

提
出
方
法
期
間
中
に（
必
着
）、

「
東
久
留
米
市
自
殺
対
策
計
画

（
第
２
次
）（
素
案
）へ
の
意
見
」

と
明
記
し
て
、
住
所
・
氏
名
・

年
代
・
ご
意
見（
書
式
自
由
）を

記
入
の
上
、
〒
２０３

−

０
０
３
３
、

滝
山
４

−

３

−

１４
、
わ
く
わ
く

健
康
プ
ラ
ザ
内
、
健
康
課
宛
て

郵
送
、
m（kenko@

city.hig 
ashikurum

e.lg.jp

）ま
た
は

o（
０４２
・
４

７
７
・
０
０

３
３
）で
提

出
を

l
同
課
☎
０４２
・
４
７
７
・
０
０

２
２

◎
共
通
事
項

　
▼
口
頭
で
の
ご
意
見
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
。
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
個
人
情

報
を
除
い
た
上
で
要
約
し
、
市

n
で
公
開
し
ま
す
。
ご
意
見
の

返
却
や
個
別
の
回
答
は
行
い
ま

せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
▼
市
n
は
１１
月
１５

日
㈬
か
ら
公
開
し
ま
す
。

１１
月
２３
日
木・祝
は
終
日 

市
役
所
本
庁
舎
を
閉
館

し
ま
す

　
市
庁
舎
内
電
気
設
備
の
点
検

な
ど
を
行
う
た
め
、
館
内
は
停

電
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

終
日
、
市
役
所
本
庁
舎
を
閉
館

し
ま
す
。
庁
舎
１
階
市
民
プ
ラ

ザ
・
屋
内
ひ
ろ
ば
・
金
融
機
関

Ａ
Ｔ
Ｍ
・
地
下
駐
車
場
な
ど
も

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
ご

不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

l
管
財
課
管
財
係
☎
０４２
・
４
７

０
・
７
７
１
８

６
年
度
小
・
中
学
校
給

食
用
物
資
納
入
業
者
指

名
参
加
登
録
受
け
付
け

　
市
立
学
校
給
食
用
物
資
納
入

業
者
選
定
委
員
会
は
、
６
年
度

の
業
者
指
名
参
加
登
録
を
次
の

日
程
で
受
け
付
け
ま
す
。

a
様
式
配
付
日
は
１１
月
２７
日
㈪

か
ら
、
受
付
期
間
は
１１
月
２７
日

㈪
～
１２
月
８
日
㈮（
閉
庁
日
時

を
除
く
）

b
学
務
課（
市
役
所
６
階
）

i
各
小
・
中
学
校
と
の
直
接
の

契
約
は
あ
り
ま
せ
ん
。
指
名
参

加
登
録
を
行
わ
な
い
場
合
、
納

品
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

l
同
課
保
健
給
食
係
☎
０４２
・
４

７
０
・
７
７
７
９

５
年
度
明
る
い
選
挙
啓

発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
作
品
展
示

　
「
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル
」は
、
選
挙
に

関
す
る
ポ
ス
タ
ー
作
成
を
通
じ

て
、
将
来
の
有
権
者
で
あ
る
児

童
・
生
徒
お
よ
び
そ
の
家
族
が

選
挙
を
身
近
に
感
じ
る
と
同
時

に
、
選
挙
へ
の
関
心
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

５
年
度
も
市
内
の
小
・
中
学
生

か
ら
多
数
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
応
募
作
品
７７
点
を
展
示
し

ま
す
。

a
１１
月
２８
日
㈫
午
前
１１
時
～
３０

日
㈭
午
後
４
時

b
市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば

l
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎

０４２
・
４
７
０
・
７
７
９
０

犯
罪
被
害
者
週
間

　
国
で
は
、「
犯
罪
被
害
者
等
基

本
法
」の
成
立
日
で
あ
る
１２
月

１
日
以
前
の
１
週
間（
１１
月
２５

日
～
１２
月
１
日
）を「
犯
罪
被
害

者
週
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。

同
週
間
は
、
犯
罪
被
害
者
な
ど

が
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
名
誉
、

生
活
の
平
穏
へ
の
配
慮
の
重
要

性
な
ど
に
つ
い
て
、
国
民
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

◎
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
の

痛
み

　
傷
害
、
性
犯
罪
、
交
通
犯
罪

な
ど
に
よ
る
被
害
は
、
あ
る
日

突
然
、
理
不
尽
に
誰
の
身
に
も

起
こ
り
得
ま
す
。
犯
罪
被
害
に

遭
う
と
、
身
体
を
傷
つ
け
ら
れ
、

生
命
を
奪
わ
れ
る
な
ど
の
身
体

的
被
害
の
ほ
か
に
、
稼
ぎ
手
が

失
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
収
入
が

途
絶
え
、
生
活
が
で
き
な
い
と

い
っ
た
財
産
的
被
害
や
、
メ
デ

ィ
ア
の
取
材
や
周
囲
の
心
無
い

中
傷
に
よ
り
、
精
神
的
苦
痛
を

受
け
ま
す
。
こ
う
し
た
犯
罪
後

に
生
じ
る
二
次
的
被
害
に
苦
し

ん
で
い
る
方
々
が
い
ま
す
。
当

事
者
の
置
か
れ
た
状
況
や
心
理

状
態
を
よ
く
理
解
し
、
再
び
平

穏
な
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、

寄
り
添
う
気
持
ち
を
持
つ
こ
と

が
大
切
で
す
。

◎
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
犯
罪
被
害
に
遭
わ

れ
た
方
や
ご
家
族
か
ら
の
相
談

を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
市
の

関
係
部
署
や
各
専
門
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
問
題
解
決
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
す
。

l
生
活
文
化
課
市
民
相
談
・
施

設
係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３

８

お知らせ住環境

市n

１１月２０日㈪（予定）から
市道１２０５号線（新川町一丁目２番先）が一方通行になります

市n

　通学児童や通行車両の交通安全の向上を図る目的で、１１月２０日㈪（予定）から市道１２０５号線（下
図）が市立第二小学校から踏切方向への一方通行となります。なお、歩行者・自転車の踏切側か
らの進入は可能です。通行の際はご注意ください。
l警視庁田無警察署交通課交通規制係☎０４２・４６７・０１１０または市管理課道路・河川施設担当☎
０４２・４７０・７７６７

図　市道１２０５号線
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール



会 員 募 集
◆語学（「NHKラジオ英会話」練習会）＝
a月 ３回。原則土曜日午前１０時１５分～１１
時４５分b東部地域センターg会費月
１,５００円jNHKテキスト「ラジオ英会話」
を使って英語を話す練習。初中級l忍

おし

田
だ

☎０４２・４７３・２０９５
◆外国語（F・S中国語）＝a月 ２～ ３ 回。
月曜日午後 １時～ ３時b市民プラザ会議
室（市役所 １ 階）g入会金５００円、会費月
２,４００円他j初級から中級。初心者歓迎。
見学可。要申込。中級以上相談可l野呂
☎０８０・６６５７・１３７３
◆ユニカール東久留米＝a毎週水曜日午
前 ９時半～正午b青少年センターg入会
金１,０００円、会費月５００円jじゅうたん上
で行うカーリング。シニア向けの適度な
運動ですl吉川☎０８０・６８１８・３０６５
◆中国語（中国だい好き）＝a月 ４回。土
曜日午後 ６時～ ８時１５分他b中央町地区
センターg入会金１,０００円、会費月４,０００
円他j入門、初級、中級、会話クラス有
り。初心者は発音から学べますl内田☎
０４２・４６４・８８５８

催 し
◆琴伝流大正琴アンサンブルぱとす３０周
年記念演奏会（東久留米大正琴の会）＝a
１１月２２日㈬午後 １時開演b生涯学習セン
ターホールjアンサンブルぱとすの記念
演奏会を開催いたします。ご来場下さい
l渡辺☎０４２・４７５・６４７５
◆にじメディア上映イベントvol.１７−１８
＆ワークショップ（にじメディア制作委
員会）avol.１７＝１２月２３日㈯、vol.１８＝ ６
年 １ 月１３日㈯午後 １時半から（上映時間）
bさいわい福祉センターjワークショッ
プ参加者募集中。詳細はにじメディアn
までl齋藤☎０４２・４５８・０７１２
◆登校拒否・不登校・中退者の進路学習
会（NPO法人　オニバスの種）＝a１１月
２３日 午後 ２時～ ５時bコムーネハウ
ス（前沢 ２ − １ −４１）g５００円j不登校で
も進学し学ぶことはできます。一緒に学
習しましょうl草刈☎０８０・６５６８・３７５７
◆歌うよろこびはここに！！（クラング
コーア）＝a１２月１０日㈰午後 ６ 時４５分開
演（ ６時１５分開場）b生涯学習センターホ
ールg入場料２,０００円j小学生以下は無
料ですl酒井☎０４２・４７２・２１４３

市 民 伝 言 板

都
営
住
宅（
東
久
留
米

市
地
元
割
当
）の
入
居

者
募
集

　
１１
月
２０
日
㈪
か
ら
都
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

種
類
・
対
象
家
族
向
け
▼
前
沢

二
丁
目（
前
沢
２

−

６
）＝
２
戸

（
３
Ｄ
Ｋ
）

申
込
資
格
申
込
者
が
市
内
に
居

住
し
て
い
る
こ
と
、
所
得
が
一

定
の
基
準
内
で
あ
る
こ
と
な
ど

　
※
５
年
１１
月
上
旬
に
実
施
さ

れ
た
都
の
定
期
募
集
に
申
し
込

み
し
て
い
る
場
合
で
も
、
併
せ

て
申
し
込
み
可
能
で
す
が
、
両

方
に
当
選
し
た
場
合
に
は
、
ど

ち
ら
か
一
方
を
辞
退
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

案
内
配
布
期
間
・
場
所
１１
月
２０

日
㈪
～
１２
月
５
日
㈫（
閉
庁
日

時
を
除
く
）に
、
都
市
計
画
課

（
市
役
所
５
階
）、
上
の
原
・
ひ

ば
り
が
丘
・
滝
山
の
各
連
絡
所
、

東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で

申
込
方
法
・
期
限
１２
月
５
日
㈫

ま
で
に（
消
印
有
効
）、
募
集
案

内
に
折
り
込
み
の
申
込
書
・
申

込
封
筒
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
郵
送
ま
た
は
直
接
同
課（
市

役
所
５
階
）へ
持
参
を

i
今
回
、
単
身
者
向
け
の
募
集

は
あ
り
ま
せ
ん

j
詳
細
は
募
集
案
内
を
ご
確
認

く
だ
さ
い

l
同
課
計
画
調
整
担
当
☎
０４２
・

４
７
０
・
７
７
６
２

職
員
募
集

学
童
保
育
所 

会
計
年
度
任
用
職
員

①
児
童
厚
生
指
導
員（
会
計
年

度
任
用
職
員
・
専
門
職
）

勤
務
時
間
月
曜
～
土
曜
日
、
月

１
２
４
時
間
、
午
前
８
時
１５
分

～
午
後
７
時
の
間
で
４
～
７
時

間
の
シ
フ
ト
勤
務（
変
則
勤
務

あ
り
）

勤
務
内
容
学
童
保
育
所
に
お
け

る
児
童
の
育
成
支
援
な
ど

応
募
資
格
保
育
士
、
社
会
福
祉

士
、
学
校
教
員
免
許
法
第
４
条

に
規
定
す
る
免
許
の
い
ず
れ
か

の
有
資
格
者
、
ま
た
は
放
課
後

児
童
支
援
員
認
定
資
格
研
修
を

修
了
し
た
者
も
し
く
は
受
講
資

格
を
持
つ
者

報
酬
月
額
２１
万
２
８
８
０
円

応
募
書
類
▼
市
販
履
歴
書（
写

真
貼
付
）▼
資
格
証
明
書
の
写

し
▼「
育
成
を
行
う
に
あ
た
っ

て
、
こ
ど
も
の
自
主
性
、
社
会

性
の
向
上
の
た
め
気
を
つ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
」に
つ

い
て
、
小
学
校
低
学
年
の
時
期

の
こ
ど
も
の
特
徴
に
言
及
し
た

上
で
原
稿
用
紙
８
０
０
字
以
内

に
ま
と
め
た
小
論
文

②
児
童
厚
生
員（
会
計
年
度
任

用
職
員
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
職
）

勤
務
時
間
月
曜
～
土
曜
日
、
月

７５
時
間
程
度
、
午
前
８
時
１５
分

～
午
後
６
時
の
間
で
４
～
７
時

間
の
シ
フ
ト
勤
務（
変
則
勤
務

あ
り
）

勤
務
内
容
学
童
保
育
所
に
お
け

る
児
童
の
育
成
支
援
の
補
助
な

ど報
酬
時
給
１
１
３
３
円

応
募
書
類
市
販
履
歴
書（
写
真

貼
付
）

《
共
通
事
項
》

任
用
期
間
６
年
４
月
１
日
～
７

年
３
月
３１
日（
７
年
４
月
１
日

以
降
は
条
件
付
き
で
再
度
任
用

の
場
合
あ
り
）

i
提
出
さ
れ
た
履
歴
書
な
ど
は

返
却
し
ま
せ
ん

j
▼
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始

（
１２
月
２９
日
～
１
月
３
日
）は
勤

務
日
に
含
め
ま
せ
ん
。
交
通
費

相
当
額
と
期
末
手
当
の
支
給
は
、

別
途
市
の
規
定
に
よ
り
支
給
し

ま
す
▼
①
に
つ
い
て
は
社
会
保

険
の
加
入
あ
り

k
１１
月
３０
日
㈭
ま
で
に（
閉
庁

日
時
を
除
く
）、
応
募
書
類
を

直
接
児
童
青
少
年
課
児
童
青
少

年
係（
市
役
所
２
階
）へ
持
参
を
。

書
類
選
考
後
、
面
接
の
上
決
定
。

な
お
、
令
和
６
年
度
の
採
用
は
、

令
和
６
年
度
予
算
の
成
立
が
条

件
と
な
り
ま
す

l
同
係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７

３
５

官
公
署

　
な
ど

成
年
後
見
制
度 

無
料
専
門
相
談

a
１１
月
２２
日
、
１２
月
２７
日
、
６

年
１
月
２４
日
、
２
月
２８
日
、
い

ず
れ
も
水
曜
日
午
後
２
時
か
ら

（
１
組
６０
分
）

b
わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
２
階

社
協
会
議
室

c
成
年
後
見
制
度
や
任
意
後
見

制
度
の
手
続
き
方
法
な
ど
に
関

す
る
相
談

e
市
内
在
住
の
方
お
よ
び
福
祉

関
係
者

f
各
日
先
着
２
組

d
奇
数
月
は
社
会
福
祉
士
、
偶

数
月
は
司
法
書
士

g
無
料

k
l
相
談
日
の
１
週
間
前
ま
で

に
電
話
で
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
支
援
担
当（
成
年
後
見
制

度
推
進
機
関
）☎
０４２
・
４
７
９

・
０
２
９
４
へ

無
料
法
律
相
談

a
①
１２
月
１０
日
②
６
年
１
月
１４

日
③
２
月
１８
日
、
い
ず
れ
も
日

曜
日
午
後
２
時
か
ら（
１
組
４０

分
）

b
中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー

c
遺
言
、
相
続
、
贈
与
、
財
産

分
与
、
成
年
後
見
・
任
意
後
見

制
度
利
用
、
権
利
侵
害
、
身
上

保
護
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
、

そ
の
他
権
利
擁
護
に
関
す
る
相

談e
市
内
在
住
で
次
の
い
ず
れ
か

に
当
て
は
ま
る
方
と
親
族
・
関

係
者
▼
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
▼

愛
の
手
帳
所
持
者
ま
た
は
そ
れ

に
準
ず
る
者
▼
精
神
保
健
福
祉

手
帳
所
持
者
ま
た
は
そ
れ
に
準

ず
る
者

f
各
日
先
着
４
組

d
弁
護
士

g
無
料

k
l
①
は
１１
月
１５
日
㈬
～
１２
月

６
日
㈬
、
②
は
１２
月
１５
日
㈮
～

６
年
１
月
１０
日
㈬
、
③
は
１
月

１５
日
㈪
～
２
月
１４
日
㈬
に
電
話

で
市
社
会
福
祉
協
議
会
相
談
支

援
担
当
☎
０４２
・
４
７
９
・
０
２

９
４
へ

夜
間
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
東
京
都
人
権
プ
ラ
ザ
で
は
、

１２
月
４
日
～
１０
日
の
人
権
週
間

に
あ
た
り
、
次
の
日
程
で
夜
間

に
電
話
に
よ
る
人
権（
法
律
）相

談
を
実
施
し
ま
す
。
人
権
侵
害

や
日
常
生
活
の
法
律
問
題
に
つ

い
て
、
弁
護
士
が
１
人
当
た
り

１０
分
程
度
電
話
で
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

a
１２
月
８
日
㈮
午
後
５
時
～
８

時g
無
料

相
談
先
電
話
番
号
☎
０３
・
６
７

２
２
・
０
１
２
７

l
同
プ
ラ
ザ
相
談
室
☎
０３
・
６

７
２
２
・
０
１
２
４
ま
た
は
☎

０３
・
６
７
２
２
・
０
１
２
５

　昭和５６年 ５ 月３１日以前に建築された木造住宅は、現在の耐震基
準とは異なり、大きな地震がきた際に倒壊する恐れがあります。
　「熊本地震における建築物被害の原因分析を行う委員会」（国土
交通省）の報告書によると、熊本地震で一番被害が大きかった益
城町で旧耐震基準の木造住宅で被害のあった建物割合は９４．８％で
あり、その中で２８．２％の建物が倒壊・崩壊するなど大きな被害が
出ています。
　大きな被害が出ないようにするために、まずは耐震診断を実施
して耐震性能を確認しましょう。耐震診断で耐震性能が低いと診
断された場合は、耐震改修が必要です。
　市では、昭和５６年 ５ 月３１日以前に建築された木造住宅の耐震診
断や耐震改修に要する費用の一部を助成しています。いずれも実
施する前に申請をしないと助成が受けられません。
j▼助成手続など詳細は市nまたは施設建設課（市役所 ５ 階 ６ 番
窓口）で配布しているパンフレットをご覧くださ
い▼１２月 ８ 日㈮に無料耐震相談あり。詳細は今号
３ 面「１２月の無料相談」をご覧ください（ブロック
塀に関する相談も受付中）
l同課☎０４２・４７０・７７５６

耐震診断・耐震改修で
最大６５万円の助成金が利用できます

昭和５６年以前の建物にお住まいの方へ

市n
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お知らせ 官公署など職員募集


